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事務局

洋舞部門　成澤 千香子
　3年に及ぶ感染症の影響もあり、呼気を大きく使う洋舞
では、なかなか大勢での集まる催しができずにおりました
が、久しぶりに講習会という形で普段レッスンをともに行
わないスタジオの皆さんと共に勉強する機会を持つこと
ができました。
　昨今、文科省でも校内での部活動、学校以外での習い
事に関して徐々に改善方向に進んでおります。部活動優
先の中にある様々な問題には提言して参りましたが、ます
ます進む学校での時間に追われる生徒たちの成長に関し
て、物理的だけでなく精神的にもフォローする必要が大き
くなってきたように思います。と同時に、習う側もモチベー
ションの在り方を学ぶ機会を持つことにより、両立と将来
への希望が生まれてくることに繋がると考えています。
　昨年９月、韮崎市出身の清水利生先生をお招きし、
「夢・目標に立ち向かう自己肯定感を育てよう」という
テーマで、指導者の立場と生徒の立場の双方の心の持ち
方、考え方、教え方、学び方などに関して二部構成で学ぶ
こととなりました。

　生徒向けの講座では、パフォーマンス向上の為に出来
る事として『脳』についての知識を学ぶ事となりました。
高い理想や目的を達成するには小さな階段を一つずつ上
り、「できる」というマインドを創り上げる。それを繰り返
すことで大きな目標に到達できる、という内容を、実践を
交えながら行い、見事に目標にたどり着くことが出来まし
た。これは習い事だけではなく、学業に関しても、またさ
らにこれから進む上で出会う全てに通じる「自己肯定感」
の大切さを知る機会となり、受講生からは大きな反響が
ありました。
　指導者の講座でも、以前よく見られた押さえつけの指
導ではなく、生徒が上れる階段の高さを感じ取り、一段ず
つ目標に向かって努力し達成させ、満足感を繰り返すこと
ができるよう導く方法などを学びました。
　実技指導も大切ですが、このような内面の問題を学べ
たことは、未来を作る子どもたちと、その子どもを育てる
指導者にとって有意義な講座となりました。
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賛助会員の紹介
当協会の趣旨に賛同してくださりご協力をいただいている賛助会員の皆様です。 令和5年3月1日現在
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和太鼓天野会　全国天野流準師範　山口 琳平
　山梨芸術劇場「小菅村立小菅中学校公演」は夏の訪
れを感じる令和4年6月29日 小菅村立体育館にて行いま
した。全校生徒16名と小規模な学校での芸術劇場の開
催となりました。生徒だけではなく近隣の方々をお招きし
て62名の皆様にお集まりいただきアットホームな雰囲気
でした。
　小菅中学校では和太鼓に取り組まれているということ
で、奏者としての心構えや太鼓の演奏方法などを伝えて
ほしいという校長先生からの希望があり、例年行なって
いる芸術劇場より専門的な内容とさせて頂きました。
　公演では全部で和太鼓組曲を7曲に加え、私たちと共
に演奏していただく体験コーナーもして頂きました。和
太鼓の歴史、楽器の構造や種類などをお話しさせて頂き
ました。生徒たちはとても真剣に鑑賞してくださいまし
た。演奏に合わせて手拍子をしてくれたり、問いかけに
対しても積極的に答えてくださいました。体験コーナでは
「柄付け太鼓」という手持ちの楽器を使い一緒に演奏し

て頂きました。最初ははじめて演奏するフレーズに戸惑
いながらも生徒の皆さんは一生懸命取り組む姿にとても
感心致しました。後日感想文を送っていただきました。
「プロの演奏は違う」「表情や雰囲気も違った」などの嬉
しいお声をいただきました。公演を通じて生徒の皆さん
の普段のお稽古や演奏に少しでも良い変化につながれ
ば幸いです。
　山梨県芸術劇場は多くに子供たちに文化芸術に実際
に触れて頂けるとても貴重な機会だと思います。SNSや
動画配信サービス等の普及により身近に色々なものを知
ることができるようになった今、実際に演奏を聴いたり、
見たり、感じることのできる機会はそう多くはないと思い
ます。私も幼い頃母に連れられてみた和太鼓が忘れられ
ず、和太鼓奏者として活動しています。文化芸術に少しで
も興味を持って貰う為にも山梨芸術劇場の活動を続け
ていただき、未来の文化芸術の発展に貢献できたらと思
います。
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　梅雨明けを控えた6月29日（水）山梨芸術劇場の一環
として、全国天野会「阿羅漢」和太鼓演奏会を小菅村立
小菅中学校で開催いたしました。
　本校は、全校生徒16名の小規模校です。数年前から、
太鼓活動に取り組み明媚祭(学園祭)や地域の方 と々の交
流会等で披露しています。今年度は、「小菅中オリジナル
曲：飛躍」を小菅村の協力により作曲していただき、明媚
祭で披露することを目標に全校が一丸となって5月から
練習に取り組みはじめました。
　そんな中、山梨芸術劇場で和太鼓演奏「阿羅漢」に和
太鼓演奏をしていただける機会をいただき、プロの演奏
する本物の和太鼓演奏を生で聞くチャンスを得ることが
できました。しかし、世間は、コロナ禍で第7波が心配さ
れる中だったため、出演団体の「阿羅漢」に事前に来校
していただき、感染対策を踏まえた十分な打合せと、生
徒たちが和太鼓に取り組んでいる事を理解していただく
中で、プログラムを構成していただきました。
　当日の演奏は、とても刺激的で、全身で和太鼓の振動
を感じ、迫力のある和太鼓の魅力を存分に体感すること
のできる演奏会となりました。演奏の中では、「奏者がバ

チを落としてしまう」というハプニングがあり、一瞬生徒
たちにも緊張が走りましたが、笑顔で何事も無かったか
のように予備バチを取り出し演奏を続けていた姿を見
て、とても感心していました。プロ奏者の和太鼓演奏の
「圧倒的な迫力」「演奏者の豊かな表情」「常識を越え
る演出」で日常を忘れてしまう演奏に酔いしれました。
　当日は、生徒16名　職員14名　保護者、村内のお年
寄り等32名、合計62名が、「阿羅漢」の演奏を聴き、コロ
ナ疲れを忘れさせてもらえるとても素晴らしい演奏会と
なりました。
　最後に、生徒たちはこの山梨芸術劇場後、「阿羅漢」
の演奏のように、「多くの人に元気になっていただけるよ
うな太鼓」をめざし練習に取り組んでいます。貴重な経
験をさせていただき、ありがとうございました。
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　木々や花が芽吹き始める様子に、春の訪れを感じる季節
となりました。
　長引く新型コロナウイルス感染症の影響から一部事業の
制限を余儀なくされるなか、本年度も会員の皆様のご努力と
ご協力により、文化芸術の担い手の育成を目的とした芸術劇
場や指導者派遣などの事業を無事に終えることができまし
た。心から感謝申し上げます。
　山梨芸術劇場では、邦楽、演劇、太鼓の各部門の会員に
よる6公演を実施しました。舞台芸術を鑑賞、体験すること
で、多くの子供たちが文化芸術に親しみ、その素晴らしさを
感じることができたと思います。
　指導者派遣事業では、朗読、書道、フラワーデザイン、ハ
ンドクラフト、音楽、合唱、邦楽、民謡民舞、太鼓の各部門の
会員が、派遣を希望する小中学校、高等学校等へ出向いて
指導しました。
　それぞれの専門分野の会員から直接指導を受けることに
より、多くの学校において文化芸術への興味、関心を深める
機会になったのではないでしょうか。
　芸術文化講習会では、書道、合唱、洋舞、ハンドクラフトの
各部門の会員による講習会が実施されました。各部門におき
ましては、充実した内容の講習会により指導者育成と芸術文
化活動の向上に資することができたと承知しております。
　新型コロナウイルスの流行から3年が経ち、その影響はい
まだに続いておりますが、文化芸術の灯を絶やさないために
も、これらの事業は継続して実施していかなければなりませ
ん。文化芸術は、私たちに安らぎをもたらし、和やかで潤い
のある社会生活を実現するために、重要なよりどころとなる
ものであると確信しております。
　会員の皆様におかれましては、今後とも本協会の事業に対
しましてご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます
とともに、皆様方の今後ますますのご健勝とご活躍をお祈り
いたしまして、結びとさせていただきます。

山梨県芸術文化協会会長　

野口 英一

小菅村立小菅中学校　教頭　岩城 和人

会員の活動をホームページで 紹介しています。詳しくはこちら


